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主な特長 

• お客様のビジネス・ニーズに応じた適切なアプ

リケーション・サーバーを使用して、強力な基

盤を構築してコストを削減します。 

• 革新的なアプリケーションとサービスを効率

的に構築、導入、および管理する機能を使用し

て俊敏性を高めます。 

• 運用の効率化を通じてコストを削減しながら、

お客様に信頼性を提供します。 

• セキュリティーとコントロールを実現する統

合型管理によって複雑さと不確実さを排除しま

す。 

 

 
 
 
 
 

IBM WebSphere Application 
Server ファミリー 
お客様のビジネス・ニーズを満たす適切な 
アプリケーション基盤を提供 
 
 
IBM は、世界中で高機能化、相互接続、およびインテリジェント化が

かつてないほど進んでいる今こそ、Smarter Planet を構築すべき時であ

ると考えています。Smarter Planet によってもたらされる新たなチャン

スを生かすには、組織は俊敏性を確保する一方で、コストを最適化す

る必要があります。俊敏性とコストの最適化を達成するための方法の 
1 つは、現在使用しているビジネス・アプリケーションとそれらをサ

ポートするインフラストラクチャーを綿密に検証することです。企業

で必要とされているアプリケーション基盤とは、効率化を促進し、セ

キュリティーが高く、今日の変化の激しいビジネス情勢に対応できる

柔軟性を備えたものです。IBM® WebSphere® Application Server ファ

ミリーは、革新的で高性能なビジネス・アプリケーションを提供する

ことで、企業 IT の運用と開発におけるビジネスの俊敏性とコストの

最適化を実現します。 
 
WebSphere Application Server ファミリーは幅広い基盤の選択肢を提供

し、あらゆるタイプのアプリケーションを構築、導入、および管理で

きるようにすることで、お使いのアプリケーションがビジネスの要求

にいつでも対応できるよう支援します。IBM は、ビジネスに不可欠な

アプリケーションや全社規模の重要なアプリケーションから、小規模

な部門レベルのアプリケーションに至るまで、適切な規模の基盤を提

供することで、同種環境や特に混在環境において、セキュリティー、

スケーラビリティー、管理容易性などの主要な要件と、コストやシン

プルさとの間のバランスを保てるようにします。 
 
WebSphere Application Server V8 は旧バージョンをベースにして拡張

されたものであり、その拡張内容としては、完全な Java™ EE 6 サポー

トおよび認定、プログラミング・モデルと標準のサポート強化、パ

フォーマンス/管理機能/セキュリティー機能の向上、問題判別の迅速

化、ディレクトリー・ベースの Java EE アプリケーションの導入、お

よび製品の導入と保守の簡易化が挙げられます。旧バージョンの業界

トップクラスのパフォーマンスをベースにして構築された 
WebSphere Application Server V8 は、パフォーマンスをさらに向上させ

るとともに、ワークロード統合を通じてデータ・センターの効率を高

めることでコストを削減しています。セキュリティーの拡張により、

お客様のデータを保護する能力が強化されます。
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革新的なアプリケーションとサービスの 
効率的な構築、導入、および管理  
WebSphere Application Server V8 を使用すると、時間、場所、

およびデバイス・タイプの制約を受けることなくビジネ

ス・アプリケーションにアクセスするための新しい自然な

方法をお客様に提供できます。Web 2.0 およびモバイル、

OSGi アプリケーション、Java バッチ、XML、サービス・

コンポーネント・アーキテクチャー (SCA)、
Communications Enabled Applications (CEA)、 Session 
Initiation Protocol (SIP)、および動的スクリプト・プログラ

ミング・モデルがサポートされており、開発者が最新の標

準とプログラミング・モデルを簡単に活用できるように実

装例も提供されています。アプリケーションを最新化する

とともに、自社開発のアプリケーション、パッケージ・ア

プリケーション、およびレガシー・アプリケーションを再

利用して Web 上にまで拡張することで、コストを削減で

きます。オンライン・チャット機能、クリック・トゥ・コー

ル (Click-to-Call) 機能、および革新的な共有ブラウジング 
(Co-browsing) 機能を使用して Web 上で優れたユー

ザー・エクスペリエンスをお客様やパートナーに簡単に提

供することで、競争力を維持できます。また、モバイル・

デバイスやワイヤレス・デバイスを使用してリアルタイム

にビジネスにアクセスすることが可能になります。このこ

とは、アプリケーションのユーザーにとってのカスタ

マー・サポート・エクスペリエンスを高めるのに役立ちま

す。 

運用上の効率性と信頼性の向上 
パフォーマンスが向上した WebSphere Application Server 
V8 を使用すると、応答が速く可用性の高いアプリケー

ションを提供できるため、お客様の信頼と運用効率を高め

ることができます。標準で備えているスケーラビリティー

とワークロード分散機能により、アプリケーションの応答

時間が遅いことに起因するコストを削減できます。高パ

フォーマンスを活かして現在より少ないサーバーに統合

することで、最大 30% までコストを削減することができ

ます。また、業界トップクラスのサービス品質により、ト

ランザクションの整合性、全体的な信頼性、およびスケー

ラビリティーを維持しながら、ダウンタイムを短縮できま

す。 
 
統合型の管理およびツールを通じた 
セキュリティーとコントロールの強化  
WebSphere Application Server V8 では、統合型の管理とツー

ルを使用して、複雑さを解消してコストを削減し、管理者

と開発者の効率性を高めてセキュリティーを強化できま

す。集中型の管理機能を使用して複数の場所を表示および

監視することで、コストを削減して IT 運用を効率化でき

ます。既存の Java アプリケーションの再コーディングを

不要にする後方互換性と統合型ツールによって、開発者の

生産性も向上します。さらに、柔軟できめ細かいセキュリ

ティー管理によって、お客様のデータの保護を強化できま

す。
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WebSphere Application Server フィーチャー・パック 
 
 
WebSphere Application Server フィー

チャー・パックを通じた価値の拡大 
WebSphere Application Server の堅固な基盤上に構築され

たフィーチャー・パックを使用することで、最新のテクノ

ロジーを活用して、革新的で高性能なアプリケーションを

効率的に開発するとともに、コストと時間がかかるアプリ

ケーション・サーバーのアップグレードを回避することが

できます。フィーチャー・パックを使用すると、ビジネス

の遂行を妨げることなく既存バージョンの WebSphere 
Application Server に新しい機能を追加できます。 

 
フィーチャー・パックは、最新の標準やプログラミング・

モデルの利用などの新たな利点をお使いのアプリケー

ションに提供しますが、サブスクリプション & サポート

契約をお持ちの既存の WebSphere Application Server ユー

ザーに対する追加料金は一切発生しません。 
新規および更新されたフィーチャー・パックの最新情報と

ダウンロードについて詳しくは、

ibm.com/software/jp/websphere/apptransaction/was/featurepac
ks/ をご覧ください。 
 

http://www.ibm.com/software/jp/websphere/apptransaction/was/featurepacks/
http://www.ibm.com/software/jp/websphere/apptransaction/was/featurepacks/
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WebSphere アプリケーション・ファミリー・ポートフォリオ 
 
 

WebSphere Application Server の構成 
WebSphere Application Server V8 は、業界で最も幅広いアプ

リケーション基盤をサポートすることで、お客様のビジネ

スに適したアプリケーション基盤上でアプリケーション

を構築して稼働させることができます。 

IBM WebSphere Application Server ファミリーは幅広い基

盤の選択肢を提供することで、あらゆるタイプのアプリ

ケーションを構築、導入、および管理できるようにします。

IBM は、ビジネスに不可欠なアプリケーションや全社規

模の重要なアプリケーションから、小規模な部門レベルの

アプリケーションに至るまで、適切な規模の基盤を提供す

ることで、同種環境や混在環境において、セキュリティー、

スケーラビリティー、管理容易性などの主要な要件と、コ

ストやシンプルさとの間のバランスを保てるようにしま

す。 
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表 1 に、それぞれの WebSphere Application Server 構成の主要な特長と機能を示します。その説明を参照して、現在のビジ

ネス戦略に最も適した構成を選択してください。また、ニーズの進展に応じてソリューションを拡張することができます。 
最新の情報については、ibm.com/software/jp/websphere/was をご覧ください。 
 
 WebSphere 

Application 
Server 
Community 
Edition V3.0 

WebSphere 
Application 
Server - 
Express V8.0 

WebSphere 
Application 
Server V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Network 
Deployment 
V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Hypervisor 
Edition V7.0 

WebSphere 
Application 
Server for 
z/OS® V8.0 

最適なユーザー Java に精通した

開発者や企業の

うち、オープン・

ソース・テクノロ

ジーに素早くア

クセスして、トラ

ンザクション量

が少ないうえに

あまり複雑では

ないプロジェク

トの導入を迅速

化する必要のあ

る企業 

動的 Web アプ

リケーションの

小規模な導入の

ために簡単かつ

低コストのその

まますぐ使える

ソリューション

を必要としてい

る中堅企業 

単一のサーバー

上または中規模

の導入環境で動

的 Web アプリ

ケーションを構

築、実行、およ

び管理するため

のスケーラブル

な基盤を必要と

している中堅企

業または大企業

基幹業務アプリ

ケーションのほ

ぼ連続的な可用

性、自動化され

たパフォーマン

ス最適化、およ

び高度な管理を

必要とする企業

VMware 環境や

他のサーバー仮

想化環境で即時

に実行できるよ

うに最適化され

た基幹業務アプ

リケーションの

ほぼ連続的な可

用性、自動化さ

れたパフォーマ

ンス最適化、お

よび高度な管理

を必要とする企

業 

基幹業務アプリ

ケーションの連

続的な可用性と

最適化されたパ

フォーマンスを

実現するための 
z/OS と同等品

質のサービスを

必要とする企業

Java EE 6 準拠  ● ● ● ●  ● 
Java EE 5 準拠  ● ● ● ● ● ● 
Java プラットフォーム 
Standard Edition 6 (Java SE 
6.0) 

● ● ● ● ● ● 

幅広いプログラミング・モデ

ルの選択肢 
 ● ● ● ● ● 

シンプルなフェイルオー

バー 
● ● ● ● ● ● 

高度なクラスタリング    ● ● ● 

大規模トランザクションの

サポート 
   ● ● ● 

動的キャッシング    ● ● ● 
高度なセキュリティー  ● ● ● ● ● 
 

http://www.ibm.com/software/jp/websphere/was
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 WebSphere 

Application 
Server 
Community 
Edition V3.0 

WebSphere 
Application 
Server - 
Express V8.0 

WebSphere 
Application 
Server V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Network 
Deployment 
V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Hypervisor 
Edition V7.0 

WebSphere 
Application 
Server for 
z/OS® V8.0 

ランタイム・プロビジョニン

グ 
 ● ● ● ● ● 

管理負担を軽減するための

管理エージェント 
 ● ● ● ● ● 

拡張性の高いリモート管理

を可能にするジョブ・マネー

ジャー 

   ● ● ● 

単一サーバー内のワーク

ロード管理:z/OS ワークロー

ド・マネージャーと統合 

     ● 

レポートと課金: リソース使

用状況に関するきめ細かい

レポート 

     ● 

WebSphere Application Server 
フィーチャー・パック 

 ● ● ● ● ● 

VMware 環境や他の仮想化

環境で即時に実行できるよ

うに最適化 

    ●  

幅広いオペレーティング・シ

ステム・サポートとデータ

ベース接続 

 ● ● ● ●  

ソケット・ベースの価格設定

オプション 
●  ●    

アプリケーションのアセン

ブリーと導入のツール 
 ● ● ● ● ● 

オープン・ソース・ベース ●      

実動用のデータベース ●      
24 時間 365 日の製品サ

ポート 
有償で提供 ● ● ● ● ● 

 
記号の意味: ● = 完全サポート、   = 部分サポート、空白 = サポート対象外 
表 1: IBM WebSphere Application Server の各構成の主な特長と機能 
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 WebSphere 

Application 
Server 
Community 
Edition V3.0 

WebSphere 
Application 
Server - 
Express V8.0 

WebSphere 
Application 
Server V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Network 
Deployment 
V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Hypervisor 
Edition V7.0 

WebSphere 
Application 
Server for 
z/OS® V8.0 

プログラミング・モデルのサポート  
Java EE 6 ● ● ● ●  ● 
Java EE 5 ● ● ● ● ● ● 
Java プラットフォーム 
Standard Edition 6 (Java SE 
6.0) 

● ● ● ● ● ● 

Web 2.0 and Mobile ● ● ● ● ● ● 
OSGi アプリケーション  ● ● ● ● ● 
Java バッチ  ● ● ● ● ● 

XML  ● ● ● ● ● 
サービス・コンポーネント 
・アーキテクチャー (SCA) 

 ● ● ● ● ● 

Communications Enabled 
Applications (CEA) 

 ● ● ● ● ● 

Session Initiation Protocol 
(SIP) 

 ● ● ● ● ● 

動的スクリプト  ● ● ● ●  
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 WebSphere 

Application 
Server 
Community 
Edition V3.0 

WebSphere 
Application 
Server - 
Express V8.0 

WebSphere 
Application 
Server V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Network 
Deployment 
V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Hypervisor 
Edition V7.0 

WebSphere 
Application 
Server for 
z/OS® V8.0 

統合ツールのサポート  
Rational Application Developer 
Standard Edition for 
WebSphere Software 
(試用版を含む) 

 ● ● ● ● ● 

Rational Software Architect for 
WebSphere と統合された 
Rational Application Developer 
(個別に入手) 

● ● ● ● ● ● 

IBM Assembly and Deploy 
Tool for WebSphere 
Administration (Eclipse を
ベースに構築) 

 ● ● ●  ● 

IBM Rational® Application 
Developer assembly and deploy 
module for WebSphere (Eclipse 
をベースに構築) 

    ●  

 

記号の意味: ● = 完全サポート、    = 部分サポート、空白 = サポート対象外 
表 2: IBM WebSphere Application Server の各構成でのプログラミング・モデルと統合ツールのサポート 
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 WebSphere 

Application 
Server 
Community 
Edition V3.0 

WebSphere 
Application 
Server - 
Express V8.0 

WebSphere 
Application 
Server V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Network 
Deployment 
V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Hypervisor 
Edition V7.0 

WebSphere 
Application 
Server for 
z/OS® V8.0 

管理およびパフォーマンス  
柔軟な管理    ● ● ● 
ランタイム・プロビジョニン

グ・サービス 
 ● ● ● ● ● 

High Performance Extensible 
Logging (HPEL) 

 ● ● ●  ● 

拡張パフォーマンス機能 
(ネットワーク・エッジ・サー

ビスを含む) 

   ● ● ● 

「アプリケーション」の概念

を Java EE を超えて拡張す

る WebSphere ビジネス・レ

ベル・アプリケーション 

 ● ● ● ● ● 

簡易化されたインストール

と保守 
 ● ● ●  ● 

集中型のインストールと保

守 
   ● ● ● 

管理対象ディレクトリー・

ベースの Java EE アプリ

ケーションのインストール、

アップデート、およびアンイ

ンストール 

 ● ● ●  ● 
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 WebSphere 

Application 
Server 
Community 
Edition V3.0 

WebSphere 
Application 
Server - 
Express V8.0 

WebSphere 
Application 
Server V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Network 
Deployment 
V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Hypervisor 
Edition V7.0 

WebSphere 
Application 
Server for 
z/OS® V8.0 

高度なセキュリティー  
WebSphere セキュア・プロキ

シー 
   ● ● ● 

WebSphere セキュリティー・

ドメイン 
 ● ● ● ● ● 

セキュリティー監査  ● ● ● ● ● 
Kerberos 認証およびシング

ル・サインオン 
 ● ● ● ● ● 

Security Assertion Markup 
Language (SAML) トーク

ンのサポート  

 ● ● ● ● ● 

アプリケーション・インター

フェースへの影響を伴わな

い z/OS セキュリティー環

境の使用 

     ● 

 

記号の意味: ● = 完全サポート、   = 部分サポート、空白 = サポート対象外 
表 3: IBM WebSphere Application Server の各構成での管理、パフォーマンス、およびセキュリティーのサポート 
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 WebSphere 

Application 
Server 
Community 
Edition V3.0 

WebSphere 
Application 
Server - 
Express V8.0 

WebSphere 
Application 
Server V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Network 
Deployment 
V8.0 

WebSphere 
Application 
Server 
Hypervisor 
Edition V7.0 

WebSphere 
Application 
Server for 
z/OS® V8.0 

移行のサポート  
移行の文書 ● ● ● ● ● ● 
移行のツールと支援  ● ● ● ● ● 
Java EE 互換性に基づいた任

意の WebSphere Application 
Server 構成へのアップグレー

ド 

 ● ● ● ● ● 

Java プラットフォーム 
Standard Edition 6 (Java SE 6.0) 

● ● ● ● ● ● 

プラットフォームのサポート  
Microsoft Windows®、Linux®、

IBM AIX®、および Oracle 
Solaris™ 

● ● ● ●   

HP-UNIX®  ● ● ●   
IBM i  ● ● ●   

Linux on IBM System z® ●  ● ● ●  
64 ビット・アドレス指定   ● ●  ● 

プロセッサー・バリュー・ユ

ニット (PVU) の制限を伴わ

ないサーバー上および仮想

パーティション上の使用 

●  ● ● ● ● 

z/OS および z/OS シスプ

レックス 
     ● 

 
記号の意味: ● = 完全サポート、    = 部分サポート、空白 = サポート対象外 
表 4: アプリケーションの開発と管理に関する特長 
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詳細情報 
IBM WebSphere Application Server ファミリーについて詳

しくは、ダウンロード・ファイルや詳細情報にアクセス

していただくか、IBM 営業担当員または IBM ビジネ

ス・パートナーにお問い合わせいただくか、

ibm.com/software/jp/websphere/was/ をご覧ください。 
 
 
さらに、IBM グローバル・ファイナンシングが提供する

ファイナンシング・ソリューションは、効果的なキャッ

シュ管理、テクノロジー陳腐化の防止、総所有コストの

削減、および投資収益率の向上を実現できます。また、

IBM のグローバル・アセット・リカバリー・サービスは、

従来よりもエネルギー効率の高い新しいソリューション

によって環境問題に対処することを支援します。IBM グ
ローバル・ファイナンシングについて詳しくは、

ibm.com/financing をご覧ください。 
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1 z/OS は唯一のサポートされているオペレーティング・システムで

す。 
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